




















子ども・子育て支援推進調査研究事業
「予期せぬ妊娠に対する相談体制の現状と課題に対する調査研究事業」

誰もが”にんしん”をきっかけに
自由にしあわせに、生きていくことができる社会へ

2019年4月～NPO法人 ピッコラーレ／一般社団法人 にんしんSOS東京
中島かおり

一般社団法人 にんしんSOS東京 団体概要
（2019年4月よりNPO法人 ピッコラーレに事業移管）

代表 中島 かおり
設立 2016年3月（2015年9月任意団体として発足）
相談員数 22名

事業内容
1. 「思いがけない妊娠」をした女性とその関係者を対象とし
た継続的相談ができる窓口開設と支援活動の実施。

2. 「思いがけない妊娠」をした女性とその関係者を対象とし
た情報発信事業。

3. 妊娠・出産に関わる支援者・支援団体向けの教育研修事業。
4. 母子の健康推進事業及びそれに関連する事業。
埼玉県事業「にんしんSOS埼玉」と千葉県事業「にんしんSOSちば」
を受託し、思いがけない妊娠の相談窓口を実施

にんしん葛藤相談窓口の仕組み

相談支援チーム相談者 専門機関

病院

法テラス

市区町村

福祉事務所

シェルター

•相談窓口は２-3名体制
•必要に応じて、面会・同行支援を実施
•電子カルテシステムを導入（情報共有）
•コールセンターシステムを導入
（コスト削減＆相談員のリモートワークを実現）

365日開設
電話:16-24時

メール・twitter相談:24時間

無料相談 連携

助産師

社会福祉士

教員

保健師

保育士

精神保健福祉士

看護師

医師
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15歳未満 15-17歳 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50歳以上

LINE/Twitter YouTube カード・パンフレット
ネット検索 ホームページ 紹介（その他）
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どのように窓口を知ったか

どの年代もネット
検索が多い

10代は
YouTubeから

若年層はテキストでの相談が多い
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年齢別 相談経路

電話 Eメール アプリ Twitter 不明 Mex LINE



相談しやすい入り口を作る

対象者に合った
入り口を作る

物理的にも
心理的にも
アクセスしやすい方法

NPO法人 Child First Lab.作成You Tube

にんしんSOS東京 Twitter

Copyright (C) NinshinSOS-Tokyo. All Rights Reserved

相談実績 相談は増加中

相
談
者
数

相談者数：2202人
相談対応延件数：11358件
＊全47都道府県から相談実績あり。

2019.1.11現在
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15歳未満は思いがけない妊娠の相談、
15歳以上は妊娠の不安、避妊の失敗の相談が多い
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20代、30代では思いがけない妊娠、
中絶についての相談が増加。

30代では中絶についての割合が上昇し、
妊娠避妊に関する相談は減少。
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一般社団法人ベアホープの活動紹介

理事・助産師
赤尾さく美

ベアホープについて

2013年5月ロングと赤尾の出会い⇒11月ベアホープ設立

2014年4月より第2種社会福祉事業として事業開始

2015年4月より日本初のＳＩＢパイロット事業に参加

2016年4月より横須賀市と事業提携

2016年～児童福祉関係者、医療・保健関係者への研修、政策提言

2017年10月よりうえだみなみ乳児院コンサルテーション開始

2018年8月厚生労働省のモデル事業である「産前産後母子支援事業」
を長野県うえだみなみ乳児院との連携でスタート

2018年9月～長野県「妊娠SOS相談体制づくり・プロジェクトチーム」
にアドバイザーとして参加

2019年1月：東京都より養子縁組あっせん法に定める許可を受ける

養子縁組民間あっせん機関支援体制構築等モデル事業受託

ベアホープの実績

● 妊娠葛藤相談：年間約200件（新規）
延べ件数は2000以上？ ※9割はメール相談から

● 2014年4月～2019年1月までの
養子縁組委託件数：約100件

● 養親へ委託後の不調ゼロ
● 養育開始後の実母の翻意ゼロ

財源
● 養親さんからの費用徴収
● 個人からの寄付
● 事業委託費（国、自治体、施設）
※2018年度に初年度の持ち出し分を精算！

ベアホープの活動

1. 思いがけない妊娠、養育に悩んでいる実親に寄
り添い、最善の方法を一緒に考えていきます。

2. 難しい状況で出産を決意した女性が、安心して
出産できるようサポートします。

3. 子どもが「特別養子縁組」という方法で新しい
家庭に迎えられることが最善である場合は、そ
の為のお手伝いをします。（特別養子縁組をむ
やみに奨励することはしません。）

4. 子どもを迎えて下さる養親への研修・育成・ア
フターフォローを行います。

5. 子どもの養育に寄り添っていきます。

ケースワークのロジックモデル

病院、
児童相談所
から紹介対応

（施設からの
相談含む）

直接支援（受
理ケース）

１年後
健全な養育
継続

養子縁組直接相談対応

養子縁組以外
（養育・一時保

護）

養親向け法定研修

養親
育成及び調査
スクリー
ニング

養親待機
者登録

妊娠相談機関
から紹介対応

⾧期的支援

ベアホープの実母支援 １
思いがけない妊娠をした女性に歩み寄る

①ホームページ

※Google adwords利用

※妊娠葛藤相談Only

②Facebook

③パンフ、カード

④ニュースレター等⇒関係者を意識



入口はネット検索と口コミ

～HPより～

*２２週過ぎて中絶できない
*産んでも育てられない
*養子にだすか、中絶するかで悩んでいる
*赤ちゃんポストにいれるしかない
*お腹が大きくなったけど病院に行ったことがない
*子育てが限界…子どもを施設に預けるか養子に出したい

あなたのお話を聞かせてください。

*相談無料/秘密厳守/全国対応。

*相談員は全員女性。助産師、カウンセラー、社会福祉士
などの専門職が対応いたします。

２．相談対応

*全国どこでも匿名でも相談対応
*電話受付は平日9：00～21：00、土日祝は13：00～21：00

オフィスからスマホへ転送

*メールは24時間受付

共通アドレスでスマホ対応

⇒チャットワークで情報交換

⇒ドライブで記録更新

*メール⇒LINE、SMSでのコミュニケーションもOK

*特別養子縁組でなくても支援
*住居、保険・生保、医療機関、母子健康手帳の確保
→同行支援が必要な実母さんには、可能な限り同行

※近くのカフェやファミレスで面談もOK

３．特別養子縁組

*妊娠中ならプレマッチング（養親のアルバム
とお手紙）⇒病児・障害児の課題

*産後の入院中の子どもとの関わりは自由（納
得して委託へ）

*医療機関との話し合いと委託後のご報告
*産後のカウンセリング
*書類作成と裁判所の調査官の聞き取り同行
*セミオープンアダプション（希望があれば子
どもの様子を定期的に16年間LINEやメールで
報告）

ベアホープの養親支援
１．待機までのステップ

研修・
ワーク
ショップ

書類申し
込み

ホームス
タディ

待機

２．育成・審査

*実親の背景を伝え、どんな子どもでも受け入れ養育す
るための研修（座学3日・実習3日）・面談

→スクリーニングだけでなく『育成を重視』する

*弱点や課題はオンライン面談や宿題でフォローアップ
*夫婦関係に重点をおいた診断テストとワークショップ
*書類審査、5－6時間の家庭訪問による半構造化面接

*申込を希望し、様々な要件を満たしている夫婦は
そう多くない代わりに、待機期間は短い

３．委託・アフターフォロー

*病院・児相へのお迎え＆自宅への同行、実践育児
指導、委託後しばらくは頻繁にLINE、メール、電
話、訪問で育児アドバイス

*役所、保健センターの手続きの支援（30条の届出も）

*家庭裁判の申し立て～結審の支援、書類作成
*アフターフォローは子どもが16歳になるまで

（家庭訪問、養育報告、実親情報面談、真実告知
研修・・・）

*がんばれベアーズで横のつながり
※すべて日英対応
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平成 30年度 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

予期せぬ妊娠に対する相談体制の現状と課題に関する調査 
 

都道府県・市名： 

人口：            人 （平成 29年 12月 31日現在） 
                     ※ 都道府県は、指定都市・中核市を除いた人口を記載ください。 

所属課： 

ご担当者： ご連絡先（電話番号）： 

  
該当する部分に○を、括弧にご記入をお願いします。 
なお、本調査における「予期せぬ妊娠」とは、「子ども虐待死亡事例等の検証結果等について（第１３

次報告）」の定義にある『様々な事情により妊婦やそのパートナーが妊娠を継続することや子どもを産
み育てることを前向きに受け止められず、支援を必要とする状況や状態にあること』をいいます。 
 

問１．「予期せぬ妊娠に対する相談」を実施していますか。  
１. 実施している  → 問２へ   ２. 実施予定         → 問２へ  

 ３. 実施していない → 問１２へ    ４. その他（       ） → 問１２へ 
 

問２．問１で１または２と回答された方にお尋ねします。 

１）予期せぬ妊娠専用の相談窓口を設置していますか／設置予定ですか。 
 

１． 相談窓口を設置している／設置予定          → 問２－２）へ 

２． 相談窓口は設置していない／設置しない予定     → 問２－３）へ 
３． その他（                  ）  → 問２－３）へ 

 

  ２）「女性健康支援センター」事業として実施されていますか／実施予定ですか。 
 
１. 補助金を使用して直営で実施している／実施予定 
  （事業名： 実施場所：              ） 

２. 補助金を使用して委託で実施している／実施予定 
  （事業名： 委託先：                    ） 

３. 補助金は使用せず直営で実施している／実施予定 
  （事業名： 実施場所：                  ） 

４. 他の事業または独自の事業として実施している／実施予定 
  （事業名： 実施場所：                     

（活用している補助金等：                           ） 
５. その他（                                  ） 
 

  ３）「予期せぬ妊娠に対する相談」（女性健康支援センターとして実施していない場合含む）を
いつから実施していますか／実施予定ですか。 

 
 １. （西暦    ）年（   ）月から  ２. わからない・未定 

 
問３．相談者の相談方法、開設日・時間、相談対応者についてお伺いします。 
      あてはまる数字に○をつけ、（ ）には具体的にご記入ください。 
      ただし、メールの開設時間については、開封し返事を送る時間としてご回答ください。  

相談者の相談方法 開設日・時間 相談対応者（いくつでも） 

１.  
電話 
（専用回線） 

１.365日 24 時間 
２.平日週 5 日（ 時～ 時） 
３.（   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

２.  
電話 
（専用回線ではない） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 
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問４．相談者(対象者)についてお伺いします。あてはまるものに○をつけてください。 
なお、ここでいう相談者とは支援対象の妊婦ではなく、相談してきた者とします。  

１）匿名の相談を受けていますか・受ける予定ですか。 

 １. 受けている／受ける予定   ２. 受けていない／受ける予定 
  
２）男性からの相談（パートナー等の妊娠・出産に関する相談）を受けていますか／受ける予

定ですか。 

１. 受けている／受ける予定   ２. 受けていない／受ける予定 
 

３）相談を受ける地域を限定していますか／限定する予定ですか。 
 
１. どこからの相談も受けている／受ける予定    → 問４－４)へ 
２. 地域を限定して受けている／受ける予定 (地域         )  → 問５へ  

～問１で相談を「２. 実施予定」と回答された方の質問項目はここまでです～ 
 

４）３）で１と回答された方は、昨年度の年間の相談件数（実相談件数）のうち、貴自治体、貴
自治体外からの相談はそれぞれどれくらいですか。  

１. 貴自治体（   ％）   ２. 貴自治体外（   ％）   ３. 不明（   ％） 
 

５）昨年度の年間の相談件数（実相談件数）のうち、相談者の年齢構成はどれくらいですか。  
１. 10代（   ％）   ２．20代（   ％）  ３．30代（   ％）  
４．40代（   ％）   ５．50代（   ％）  ６．不明（   ％） 

 
 
問５．相談内容についてお伺いします。 
１）「予期せぬ妊娠に対する相談」はどのような相談がありますか。 

それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。（女性健康支援センターを設置
している場合は、予期せぬ妊娠に関する相談についてお答えください）。  

 
非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

①妊娠不安（「避妊に失敗した」「生理が遅れている」等） □ □ □ □ 

②妊娠を継続するかどうか（「産もうかどうしようか」等） □ □ □ □ 

③中絶に関する相談（「中絶費用がない」「中絶できる医療機関の情報」等） □ □ □ □ 
④予期せぬ妊娠をしたいきさつと今後に対する悩み 
（「相手に逃げられた」「学校や職場に知られたくない・退学（退職）に関す
ること」「親に知られたくない」「相談できる人がいない」等） 

□ □ □ □ 

⑤妊婦健診・出産の費用がない □ □ □ □ 

⑥現在の体調について □ □ □ □ 

⑦ＤＶ・レイプ（性被害）の相談 □ □ □ □ 

相談者の相談方法 開設日・時間 相談対応者（いくつでも） 

３.  
メール（専用問い合わ
せフォームあり） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

４.  
メール（問い合わせフォ

ームはないが特化した

アドレスあり） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

５.  対面 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

６.  LINE 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

７.  
その他 

（        ） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 
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非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

⑧養育困難（「産んでも育てられない」「生活費がない」等） □ □ □ □ 

⑨養子縁組・里親等に関する相談 □ □ □ □ 

⑩子育て全般に関すること □ □ □ □ 

⑪その他（                  ） □ □ □ □ 
 
２）１）の選択肢のうち対応件数の多いものを順に 3つ、選択肢の番号で挙げてください。 
 
 
 
３）「予期せぬ妊娠に対する相談」(女性の健康・子育て全般の相談は除く)の相談実績について伺い

ます。以下の中からそれぞれ該当する□にチェックしてください。 

（1）毎月の実相談人数はどれくらいですか。 
 

  
10人 

未満 

10-20

人未満 

20-50

人未満 

50-100

人未満 

100-200

人未満 

200人

以上 

不明・ 

なし 

実施 

せず 

１.  電話 □ □ □ □ □ □ □ □ 

２.  メール □ □ □ □ □ □ □ □ 

３.  対面 □ □ □ □ □ □ □ □ 

４.  LINE □ □ □ □ □ □ □ □ 

５.  その他（      ） □ □ □ □ □ □ □ □ 
 

（2）毎月の延べ相談件数はどれくらいですか。 
   

  
10人 

未満 

10-20

人未満 

20-50

人未満 

50-100

人未満 

100-200

人未満 

200人

以上 

不明・ 

なし 

実施 

せず 

１.  電話 □ □ □ □ □ □ □ □ 

２.  メール □ □ □ □ □ □ □ □ 

３.  対面 □ □ □ □ □ □ □ □ 

４.  LINE □ □ □ □ □ □ □ □ 

５.  その他（      ） □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
（3）電話による相談の場合、1回の相談にどれくらいの時間（平均または設けている目安）をか

けていますか。 
 
１. 10-20分 ２. 20-30分 ３. 30-60分 ４. 60分以上 ５. 特に目安はなく相談による 

 
（4）メールによる相談の場合、開封から返信するまでにどれくらいの時間（平均または設けてい

る目安）をかけていますか。 
 
１. 2～3時間以内 ２. 24時間以内 ３. 数日～1週間 ４. 特に目安はなく相談による 
 

（5）メールによる相談の場合、返信前に回答の内容を上司等が確認していますか。確認している
場合、だれ（職種・立場等）が確認していますか。 

 
１. 専門職の上司が確認  ２. 専門職の上司と所属長(同一の場合含む)が確認 

３. 確認はしていない   ４. その他(                       )  

 

問６．相談への対応についてお伺いします。あてはまるものに○をつけてください。 

     相談によって関係機関につなぐことがありますか。 
 

この場合の「つなぐ」とは、単に関係機関の名前や連絡先を伝えることではなく、相談者が関
係機関から必要な支援を確実に受けることのできる状況をつくることを言います。例）相談者に
関係機関の担当者の名前等を伝える、関係機関に相談者の了解等を得て相談者情報を伝える、等
（以下同様）。 

 
１. はい  → 問６－１）へ     ２. いいえ  → 問７へ 

   
 

１）誰が関係機関につないでいますか。 
 

１. 相談員が関係機関に連絡する   ２. 委託元あるいは窓口担当部署の職員がつなぐ  
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２）どこにつないでいますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 
 
１. 自治体母子保健部門   ２. 子育て世代包括支援センター    ３. 自治体児童福祉部門 

４. 自治体生活保護担当部門 ５. 保健所等の精神保健福祉担当部門  ６. 医療機関  

７. 女性センター      ８. 配偶者暴力相談センター   ９. 性暴力被害者支援センター 

１０. 児童相談所      １１. 民間養子縁組機関     １２. 司法に関する専門家  

１３. その他 (                     ) 

 
３）相談者と一緒に関係機関等に赴く同行支援を行っていますか。 

   
１. 行っている   
 

  （1）同行支援としてどのような機関に赴きますか。 
             あてはまるものすべてに○をつけてください。   
  １. 市町村の母子保健担当窓口   ２. 子育て世代包括支援センター 
  ３. 市町村の福祉担当窓口      ４. 医療機関  

５. その他（         ） 

 
２. 行っていない   ３. そのような事例に出会ったことがない   

 
 
 （2）同行支援が必要だと思いますか。  
    １. 必要だと思うが行っていない 
 

  （3）同行支援を行わない理由は何ですか。  
    １. 人員が不足している    ２. 多忙で時間がとれない 
    ３. 予算がない       ４. どのように実施したらよいかわからない 

５．その他（         ） 
 
   ２. 必要だと思うので事例に出会ったら行いたい   
   ３. 必要ではないと思う  

 
 

問７「予期せぬ妊娠に対する相談」で対応が困難な事例についてお伺いします。 

今までに、対応が困難な事例はありましたか。 
 

１. 対応に困難な事例があった → 問７－１）へ  

２. 対応に困難を感じたことはない → 問８へ 
 
１）対応が困難な事例は、どのような事例でしたか。 

それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 
非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

①妊娠不安（「避妊に失敗した」「生理が遅れている」等） □ □ □ □ 

②妊娠を継続するかどうか（「産もうかどうしようか」等） □ □ □ □ 

③中絶に関する相談（「中絶費用がない」「中絶できる医療機関の情報」等） □ □ □ □ 
④予期せぬ妊娠をしたいきさつと今後に対する悩み 
（「相手に逃げられた」「学校や職場に知られたくない・退学（退職）に関す
ること」「親に知られたくない」「相談できる人がいない」等） 

□ □ □ □ 

⑤妊婦健診・出産の費用がない □ □ □ □ 

⑥現在の体調について □ □ □ □ 

⑦ＤＶ・レイプ（性被害）の相談 □ □ □ □ 

⑧養育困難（「産んでも育てられない」「生活費がない」等） □ □ □ □ 

⑨養子縁組・里親等に関する相談 □ □ □ □ 

⑩子育て全般に関すること □ □ □ □ 

⑪その他（                  ） □ □ □ □ 
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２）対応困難な内容はどのようなものでしたか。 
あてはまる数字すべてに〇をつけ、どのような事例か（ ）内のアルファベットに〇をつけてく
ださい。選択肢に該当しない事例は「その他」にご記入ください。  

 
１.  保健指導に関すること 
a.相談者の知識・情報不足  b.相談者との関係の構築が十分でない  
c.その他（                                                                      ） 

２. 関係機関との連携に関すること 
a.関係機関に関する知識・理解不足  b.関係機関との連携構築が十分でない 
c.その他（                                                                      ） 

３. 医療機関に関すること 
a.関係の構築が十分できていない  b.受け入れ拒否  c.個人情報の共有が困難 
d.その他（                                                                      ）  

４. 健康保険に関すること 

a.未加入  b.保険料未払い  c.親または配偶者の保険使用不可  
d.その他（                                                                      ） 

５. 福祉に関すること 

a.生活困窮  b.居住問題（住所不定等）  c.身体的問題  d.精神的問題  
e.その他（                                                                      ） 

６. 出産等の費用に関すること 
a.出産費用の不足  b.中絶費用の不足  c.妊娠判定費用の不足 
d.その他（                                                                      ） 

７. 法律に関すること 
a.ＤＶ  b.レイプ  c.性虐待  d.中絶の同意に関すること  e.離婚問題 
f.その他（                                                                      ） 

８. 年齢に関すること 

a.未成年  b.高齢  c.年齢不詳  d.その他（                                  ） 

９. 学業の継続等に関すること 

a.学校の理解不足  b.親の理解不足  c.その他（                                 ） 

１０. 居所の確保に関すること 
a.収入や職種を理由とした不動産会社の賃貸拒否 
b.母子生活支援施設等の入居困難（契約上の課題等）  c.その他（                   ） 

１１. 親権に関すること 

a.配偶者との対立  b.特別養子縁組  c.その他（                                 ） 

１２. 児の養育に関すること 
a.養育困難：「育てられない」「いらないと思っている」等  b.多子   
c.児の発達上の問題  d.その他（                                                 ） 

１３. 相談者との連絡の方法に関すること 
a.匿名のため次の支援につながらない  b.開設時間外に連絡できない 
c.電話で連絡が取れない（メールやライン等の手段は可能）  d.その他（               ） 

１４. 現状の仕組み・制度では対応が容易ではないこと 
a.居住地と住民票の住所が異なる場合の母子健康手帳発行 
b.居住地と住民票の住所が異なる場合の妊婦健診受診券（補助券等）交付 
c.外国人への対応  d.その他(                                                    ) 

１５. その他（             ） 
（                                                                               ） 
（                                                                               ） 

 
問８．運営についてお伺いします。 

あてはまる数字に○をつけ、括弧には具体的にご記入ください。 
１）「予期せぬ妊娠に対する相談」に対する年間の運営費はいくらですか。  

１. 約（          ）円  ２. わからない  ３.その他（        ） 
 

２）相談に対応する職員(非常勤含む)は何名配置していますか。 
 

１. 1日につき（  ）名 合計（  ）名  ２. わからない  ３.その他（        ） 
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問８．３）相談窓口運営のための委員会または連絡会議を設置していますか。 
  
１. 第三者を加えた運営会議を設置   ２. 委託元と委託先の担当者間の連絡会議を設置 
３. ２. に管理職を加えた会議を設置  ４. 産科医療機関との連絡会議を設置 
５. 設置していない          ６. その他(                   ) 
 
４）事業委託していると回答された方は、委託先からどのくらいの頻度で報告を受けていますか。

あてはまるものすべてに〇をつけてください。   
１. 年（   ）回程度・月（   ）回程度  ２. 重大事例、困難事例を扱った場合 

３. その他（       ） 
 

５）相談のスーパーバイザーがいますか。 
 

１. いる（職種・立場等：                 ）  ２. いない 
 

６）運営状況はいかがですか。１～３の場合、どのようなことか、具体的にお知らせください。 
 
１. 予算のみが厳しい ２. 予算・人材ともに厳しい ３. 人材のみが厳しい ４. 問題ない 
(１～３の場合具体的に：                             ) 
 
７）相談員に対して研修を行っていますか。 

   
１. 行っている   
 

   （1）研修対象者についてあてはまるものすべてに〇をつけてください。   
   １. 新規相談員を対象に実施   ２. 相談員全員に定期的に実施 
   ３. 相談員全員に不定期に実施  ４. その他（                          ） 
  
      （2）どのような研修を実施していますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。  

        １. 委託元の提供する研修          ２. 委託先の提供する研修 
３. 他機関の提供する研修（機関      ） ４. その他（                 ） 

 
 
２. 行っていない    

 （3）相談員に研修を行っていない理由は何ですか。  
         １. 相談員が専門職で既に相談スキルを有している   ２. 予算がない 
         ３. どのような研修が必要かわからない             ４. 必要性を感じない 
         ５. その他（                               ）  
 
 
８）相談対応のためのマニュアルがありますか。  
１. 委託元が作成したものを利用  ２. 委託先が作成したものを利用 
３. 他機関が作成したものを利用（機関        ） ４. ない  ５．その他（    ）  

 
９）「予期せぬ妊娠に対する相談」の評価を実施していますか。 

   
１. 実施している   
 

   （1）どのように評価を実施していますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。   
１. 相談件数の集計・分析  ２. 相談内容の集計・分析 
３. 相談者の内訳・分析   ４. 相談者の職業の集計・分析 
５. 相談経路の集計・分析  ６. 支援内容の集計・分析 
７. 支援の効果に関する評価（例：飛び込み出産等が予防できた事例の分析等） 
８. 地域の関係機関につなげた件数や事例の分析  ９. その他（       ）  

 

２. 実施していない   
 

      （2）評価を実施していない理由は何ですか。   
         １. 評価の視点や実施方法がわからない  ２. 評価のための時間がない 
         ３. 必要性を感じない          ４. その他（           ） 
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問８．１０）広報はどのようにしていますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。  
１. チラシを作成して関係機関に配付     ２. 自治体ホームページで広報 
３. 委託先ホームページで広報        ４. 広報紙に時折掲載 
５. カード様のものを作成し関係機関に配付  ６. その他（                         ） 
 

１１）「予期せぬ妊娠に対する相談」について専用のホームページを設置していますか。 
 
１. 設置している  ２. 設置していない  ３. 設置を計画している 

 

問９．「予期せぬ妊娠に対する相談」を実施する上で課題と感じている点は何だとお考えです

か。それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 
課題だと
思う 

やや 
課題 

あまり 
課題では

ない 

課題では
ない 

①相談窓口の周知、広報の工夫 □ □ □ □ 

②つなぐ機関との顔の見える関係構築 □ □ □ □ 

③相談対応者の指導型ではない相談者の自己決定をサポートする姿勢 □ □ □ □ 

④スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

⑤報告・連絡・相談による組織としての対応 □ □ □ □ 

⑥相談員の質の担保のための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

⑦多様な専門性を持った相談員の確保 
  (医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等) 

□ □ □ □ 

⑧予算を確保し体制の整備 
  (専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 

□ □ □ □ 

⑨つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑩事業の評価の視点や方法 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 
 
問１０．貴自治体が「予期せぬ妊娠に対する相談」を行うにあたり、工夫している点があり

ましたら、ご記入ください。 
 
①相談につながるための工夫（相談窓口の周知、相談受付方法の工夫など） 
 
 
 
②相談を適切に行うための工夫（相談対応者の研修を行うなど、相談者との信頼関係構築のための工夫など） 
 
 
 
③関係機関につなぐための工夫（妊娠の届出のため市町村の窓口に同行する、連携会議を開催するなど） 
 
 
 
④その他 
 
 
 

 

問１１．貴自治体が「予期せぬ妊娠に対する相談」を行うにあたり、今後のより一層の充実

のため、どのような支援があれば有効だと思いますか。それぞれについて、該当す

る□を一つチェックしてください。  

 
課題だと
思う 

やや 
課題 

あまり 
課題では

ない 

課題では

ない 

①相談員のスキルアップのための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

②相談・支援マニュアル等の整備 □ □ □ □ 

③スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

④多様な専門性を持った相談員の確保 
  (医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等) 

□ □ □ □ 

⑤関係機関との連絡会議等の開催 □ □ □ □ 
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課題だと

思う 

やや 

課題 

あまり 

課題では

ない 

課題では

ない 

⑥事例検討会の開催 □ □ □ □ 

⑦相談しやすい体制の整備 
  (専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 

□ □ □ □ 

⑧つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑨確実に関係機関につなぐための支援（同行支援等） □ □ □ □ 

⑩他の自治体における好事例の発信 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 

 
問１２．問１で「予期せぬ妊娠に対する相談」を「実施していない」と回答された自治体に伺います。 
 １）実施していない理由は何ですか。該当するものすべてに〇を、またはご記入ください。  
 １. 当該テーマよりさらに必要性が高い課題、至急取り組まなければならない事業があるため 

 ２. 他の事業の中で実施できると考えているため（事業名：              ） 

 ３. 予算上困難なため  

 ４. 人員の確保、または人員を割くことが難しいため 

 ５. これまでほとんどそのような相談がない、または相談があっても保健師等が通常業務の中で

対応できているため  

 ６. どのような相談体制を整備したらよいかわからない  

 ７. 相談の委託先を確保することが難しい  

 ８. その他（  ） 
 
 ２）貴自治体が「予期せぬ妊娠に対する相談」の窓口を実施するにあたり、どのような支援が 

あれば有効だと思いますか。それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 有効 
やや 

有効 

あまり 
有効では
ない 

有効では

ない 

①相談員のスキルアップのための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

②相談・支援マニュアル等の整備 □ □ □ □ 

③スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

④多様な専門性を持った相談員の確保 
  (医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等) 

□ □ □ □ 

⑤関係機関との連絡会議等の開催 □ □ □ □ 

⑥事例検討会の開催 □ □ □ □ 

⑦相談しやすい体制の整備 
  (専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 

□ □ □ □ 

⑧つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑨確実に関係機関につなぐための支援（同行支援等） □ □ □ □ 

⑩他の自治体における好事例の発信 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 
 
問１３．すべての自治体に伺います。「予期せぬ妊娠に対する相談」に関して感じていること

または今後実施したいこと、変えていきたいと考えていることはありますか。自由
にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

     アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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平成 30年度 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

予期せぬ妊娠に対する相談体制の現状と課題に関する調査 
 

都道府県・市町村名： 

人口：            人 （平成 29年 12月 31日現在） 

所属課： 

ご担当者： ご連絡先（電話番号）： 

  
該当する部分に○を、括弧にご記入をお願いします。 
なお、本調査における「予期せぬ妊娠」とは、「子ども虐待死亡事例等の検証結果等について（第１３

次報告）」の定義にある『様々な事情により妊婦やそのパートナーが妊娠を継続することや子どもを産
み育てることを前向きに受け止められず、支援を必要とする状況や状態にあること』をいいます。 
 

問１．「予期せぬ妊娠に対する相談」を実施していますか。  
１. 実施している  → 問２へ   ２. 実施予定         → 問２へ  

 ３. 実施していない → 問１２へ    ４. その他（       ） → 問１２へ 
 

問２．問１で１または２と回答された方にお尋ねします。 

１）予期せぬ妊娠専用の相談窓口を設置していますか／設置予定ですか。  
１． 相談窓口を設置している／設置予定          → 問２－２）へ 

２． 相談窓口は設置していない／設置しない予定     → 問２－３）へ 
３． その他（                  ）  → 問２－３）へ 

 

  ２）どのような事業として実施していますか／実施予定ですか。 
 
１. 「予期せぬ妊娠に対する相談」に特化した事業として直営で実施／実施予定 
 （事業名 実施場所              ） 
２. 「予期せぬ妊娠に対する相談」に特化した事業として委託で実施／実施予定 
 （事業名 委託先                   ） 
３. 他の事業と併せて直営で実施／実施予定 
 （事業名 実施場所                  ） 
４. 他の事業と併せて委託で実施／実施予定 
 （事業名 委託先                     ） 
５. その他（                                 ） 
 

  ３）「予期せぬ妊娠に対する相談」をいつから実施していますか／実施予定ですか。 
 

 １. （西暦    ）年（   ）月から  ２. わからない・未定 
 

問３．相談者の相談方法、開設日・時間、相談対応者についてお伺いします。 

      あてはまる数字に○をつけ、（ ）には具体的にご記入ください。 

      ただし、メールの開設時間については、開封し返事を送る時間としてご回答ください。  

 

相談者の相談方法 開設日・時間 相談対応者（いくつでも） 

１.  
電話 
（専用回線） 

１.365日 24 時間 
２.平日週 5 日（ 時～ 時） 
３.（   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

２.  
電話 
（専用回線ではない） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 
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問４．相談者(対象者)についてお伺いします。あてはまるものに○をつけてください。 
なお、ここでいう相談者とは支援対象の妊婦ではなく、相談してきた者とします。  

１）匿名の相談を受けていますか・受ける予定ですか。 

 １. 受けている／受ける予定   ２. 受けていない／受ける予定 
  
２）男性からの相談（パートナー等の妊娠・出産に関する相談）を受けていますか／受ける予

定ですか。 

１. 受けている／受ける予定   ２. 受けていない／受ける予定 
 

３）相談を受ける地域を限定していますか／限定する予定ですか。 
 
１. どこからの相談も受けている／受ける予定    → 問４－４)へ 
２. 地域を限定して受けている／受ける予定 (地域         )  → 問５へ  

～問１で相談を「２. 実施予定」と回答された方の質問項目はここまでです～ 
 

４）３）で１と回答された方は、昨年度の年間の相談件数（実相談件数）のうち、貴自治体、貴
自治体外からの相談はそれぞれどれくらいですか。  

１. 貴自治体（   ％）   ２. 貴自治体外（   ％）   ３. 不明（   ％） 
 

５）昨年度の年間の相談件数（実相談件数）のうち、相談者の年齢構成はどれくらいですか。 
 
１. 10代（   ％）   ２．20代（   ％）  ３．30代（   ％）  
４．40代（   ％）   ５．50代（   ％）  ６．不明（   ％） 

 
 
問５．相談内容についてお伺いします。 
１）「予期せぬ妊娠に対する相談」はどのような相談がありますか。 

それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 
非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

①妊娠不安（「避妊に失敗した」「生理が遅れている」等） □ □ □ □ 

②妊娠を継続するかどうか（「産もうかどうしようか」等） □ □ □ □ 

③中絶に関する相談（「中絶費用がない」「中絶できる医療機関の情報」等） □ □ □ □ 
④予期せぬ妊娠をしたいきさつと今後に対する悩み 
（「相手に逃げられた」「学校や職場に知られたくない・退学（退職）に関す
ること」「親に知られたくない」「相談できる人がいない」等） 

□ □ □ □ 

⑤妊婦健診・出産の費用がない □ □ □ □ 

⑥現在の体調について □ □ □ □ 

⑦ＤＶ・レイプ（性被害）の相談 □ □ □ □ 

⑧養育困難（「産んでも育てられない」「生活費がない」等） □ □ □ □ 

相談者の相談方法 開設日・時間 相談対応者（いくつでも） 

３.  
メール（専用問い合わ
せフォームあり） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

４.  
メール（問い合わせフォ

ームはないが特化した

アドレスあり） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

５.  対面 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

６.  LINE 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

７.  
その他 

（        ） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 
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非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

⑨養子縁組・里親等に関する相談 □ □ □ □ 

⑩子育て全般に関すること □ □ □ □ 

⑪その他（                  ） □ □ □ □ 
 
２）１）の選択肢のうち対応件数の多いものを順に 3つ、選択肢の番号で挙げてください。 
 
 
 
３）「予期せぬ妊娠に対する相談」(女性の健康・子育て全般の相談は除く)の相談実績について伺い

ます。以下の中からそれぞれ該当する□にチェックしてください。 

（1）毎月の実相談人数はどれくらいですか。 
 

  
10人 

未満 

10-20

人未満 

20-50

人未満 

50-100

人未満 

100-200

人未満 

200人

以上 

不明・ 

なし 

実施 

せず 

１.  電話 □ □ □ □ □ □ □ □ 

２.  メール □ □ □ □ □ □ □ □ 

３.  対面 □ □ □ □ □ □ □ □ 

４.  LINE □ □ □ □ □ □ □ □ 

５.  その他（      ） □ □ □ □ □ □ □ □ 
 

（2）毎月の延べ相談件数はどれくらいですか。 
   

  
10人 

未満 

10-20

人未満 

20-50

人未満 

50-100

人未満 

100-200

人未満 

200人

以上 

不明・ 

なし 

実施 

せず 

１.  電話 □ □ □ □ □ □ □ □ 

２.  メール □ □ □ □ □ □ □ □ 

３.  対面 □ □ □ □ □ □ □ □ 

４.  LINE □ □ □ □ □ □ □ □ 

５.  その他（      ） □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
（3）電話による相談の場合、1回の相談にどれくらいの時間（平均または設けている目安）をか

けていますか。 
 
１. 10-20分 ２. 20-30分 ３. 30-60分 ４. 60分以上 ５. 特に目安はなく相談による 

 
（4）メールによる相談の場合、開封から返信するまでにどれくらいの時間（平均または設けてい

る目安）をかけていますか。 
 
１. 2～3時間以内 ２. 24時間以内 ３. 数日～1週間 ４. 特に目安はなく相談による 
 

（5）メールによる相談の場合、返信前に回答の内容を上司等が確認していますか。確認している
場合、だれ（職種・立場等）が確認していますか。 

 
１. 専門職の上司が確認  ２. 専門職の上司と所属長(同一の場合含む)が確認 

３. 確認はしていない   ４. その他(                       )  

 

問６．相談への対応についてお伺いします。あてはまるものに○をつけてください。 

     相談によって関係機関につなぐことがありますか。 
 

この場合の「つなぐ」とは、単に関係機関の名前や連絡先を伝えることではなく、相談者が関
係機関から必要な支援を確実に受けることのできる状況をつくることを言います。例）相談者に
関係機関の担当者の名前等を伝える、関係機関に相談者の了解等を得て相談者情報を伝える、等
（以下同様）。 

 
１. はい  → 問６－１）へ     ２. いいえ  → 問７へ 

   
 

１）誰が関係機関につないでいますか。 
 

１. 相談員が関係機関に連絡する   ２. 委託元あるいは窓口担当部署の職員がつなぐ  
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２）どこにつないでいますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 
 
１. 自治体母子保健部門   ２. 子育て世代包括支援センター    ３. 自治体児童福祉部門 

４. 自治体生活保護担当部門 ５. 保健所等の精神保健福祉担当部門  ６. 医療機関  

７. 女性センター      ８. 配偶者暴力相談センター   ９. 性暴力被害者支援センター 

１０. 児童相談所      １１. 民間養子縁組機関     １２. 司法に関する専門家  

１３. その他 (                     ) 

 
３）相談者と一緒に関係機関等に赴く同行支援を行っていますか。 

   
１. 行っている   
 

  （1）同行支援としてどのような機関に赴きますか。 
             あてはまるものすべてに○をつけてください。   
  １. 市町村の母子保健担当窓口   ２. 子育て世代包括支援センター 
  ３. 市町村の福祉担当窓口      ４. 医療機関  

５. その他（         ） 

 
２. 行っていない   ３. そのような事例に出会ったことがない   

 
 
 （2）同行支援が必要だと思いますか。  
    １. 必要だと思うが行っていない 
 

  （3）同行支援を行わない理由は何ですか。  
    １. 人員が不足している    ２. 多忙で時間がとれない 
    ３. 予算がない       ４. どのように実施したらよいかわからない 

５．その他（         ） 
 
   ２. 必要だと思うので事例に出会ったら行いたい   
   ３. 必要ではないと思う  

 
 

問７「予期せぬ妊娠に対する相談」で対応が困難な事例についてお伺いします。 

今までに、対応が困難な事例はありましたか。 
 

１. 対応に困難な事例があった → 問７－１）へ  

２. 対応に困難を感じたことはない → 問８へ 
 
１）対応な困難な事例は、どのような事例でしたか。 

それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 
非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

①妊娠不安（「避妊に失敗した」「生理が遅れている」等） □ □ □ □ 

②妊娠を継続するかどうか（「産もうかどうしようか」等） □ □ □ □ 

③中絶に関する相談（「中絶費用がない」「中絶できる医療機関の情報」等） □ □ □ □ 
④予期せぬ妊娠をしたいきさつと今後に対する悩み 
（「相手に逃げられた」「学校や職場に知られたくない・退学（退職）に関す
ること」「親に知られたくない」「相談できる人がいない」等） 

□ □ □ □ 

⑤妊婦健診・出産の費用がない □ □ □ □ 

⑥現在の体調について □ □ □ □ 

⑦ＤＶ・レイプ（性被害）の相談 □ □ □ □ 

⑧養育困難（「産んでも育てられない」「生活費がない」等） □ □ □ □ 

⑨養子縁組・里親等に関する相談 □ □ □ □ 

⑩子育て全般に関すること □ □ □ □ 

⑪その他（                  ） □ □ □ □ 
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２）対応困難な内容はどのようなものでしたか。 
あてはまる数字すべてに〇をつけ、どのような事例か（ ）内のアルファベットに〇をつけてく
ださい。選択肢に該当しない事例は「その他」にご記入ください。  

 
１.  保健指導に関すること 
a.相談者の知識・情報不足  b.相談者との関係の構築が十分でない  
c.その他（                                                                      ） 

２. 関係機関との連携に関すること 
a.関係機関に関する知識・理解不足  b.関係機関との連携構築が十分でない 
c.その他（                                                                      ） 

３. 医療機関に関すること 
a.関係の構築が十分できていない  b.受け入れ拒否  c.個人情報の共有が困難 
d.その他（                                                                      ）  

４. 健康保険に関すること 

a.未加入  b.保険料未払い  c.親または配偶者の保険使用不可  
d.その他（                                                                      ） 

５. 福祉に関すること 

a.生活困窮  b.居住問題（住所不定等）  c.身体的問題  d.精神的問題  
e.その他（                                                                      ） 

６. 出産等の費用に関すること 
a.出産費用の不足  b.中絶費用の不足  c.妊娠判定費用の不足 
d.その他（                                                                      ） 

７. 法律に関すること 
a.ＤＶ  b.レイプ  c.性虐待  d.中絶の同意に関すること  e.離婚問題 
f.その他（                                                                      ） 

８. 年齢に関すること 

a.未成年  b.高齢  c.年齢不詳  d.その他（                                  ） 

９. 学業の継続等に関すること 

a.学校の理解不足  b.親の理解不足  c.その他（                                 ） 

１０. 居所の確保に関すること 
a.収入や職種を理由とした不動産会社の賃貸拒否 
b.母子生活支援施設等の入居困難（契約上の課題等）  c.その他（                   ） 

１１. 親権に関すること 

a.配偶者との対立  b.特別養子縁組  c.その他（                                 ） 

１２. 児の養育に関すること 
a.養育困難：「育てられない」「いらないと思っている」等  b.多子   
c.児の発達上の問題  d.その他（                                                 ） 

１３. 相談者との連絡の方法に関すること 
a.匿名のため次の支援につながらない  b.開設時間外に連絡できない 
c.電話で連絡が取れない（メールやライン等の手段は可能）  d.その他（               ） 

１４. 現状の仕組み・制度では対応が容易ではないこと 
a.居住地と住民票の住所が異なる場合の母子健康手帳発行 
b.居住地と住民票の住所が異なる場合の妊婦健診受診券（補助券等）交付 
c.外国人への対応  d.その他(                                                    ) 

１５. その他（             ） 
（                                                                               ） 
（                                                                               ） 

 
問８．運営についてお伺いします。 

あてはまる数字に○をつけ、括弧には具体的にご記入ください。 
１）「予期せぬ妊娠に対する相談」に対する年間の運営費はいくらですか。  

１. 約（          ）円  ２. わからない  ３.その他（        ） 
 

２）相談に対応する職員(非常勤含む)は何名配置していますか。 
 

１. 1日につき（  ）名 合計（  ）名  ２. わからない  ３.その他（        ） 
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問８．３）相談窓口運営のための委員会または連絡会議を設置していますか。 
  
１. 第三者を加えた運営会議を設置   ２. 委託元と委託先の担当者間の連絡会議を設置 
３. ２. に管理職を加えた会議を設置  ４. 産科医療機関との連絡会議を設置 
５. 設置していない          ６. その他(                   ) 
 
４）事業委託していると回答された方は、委託先からどのくらいの頻度で報告を受けていますか。

あてはまるものすべてに〇をつけてください。   
１. 年（   ）回程度・月（   ）回程度  ２. 重大事例、困難事例を扱った場合 

３. その他（       ） 
 

５）相談のスーパーバイザーがいますか。 
 

１. いる（職種・立場等：                 ）  ２. いない 
 

６）運営状況はいかがですか。１～３の場合、どのようなことか、具体的にお知らせください。 
 
１. 予算のみが厳しい ２. 予算・人材ともに厳しい ３. 人材のみが厳しい ４. 問題ない 
(１～３の場合具体的に：                             ) 
 
７）相談員に対して研修を行っていますか。 

   
１. 行っている   
 

   （1）研修対象者についてあてはまるものすべてに〇をつけてください。   
   １. 新規相談員を対象に実施   ２. 相談員全員に定期的に実施 
   ３. 相談員全員に不定期に実施  ４. その他（                          ） 
  
      （2）どのような研修を実施していますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。  

        １. 委託元の提供する研修          ２. 委託先の提供する研修 
３. 他機関の提供する研修（機関      ） ４. その他（                 ） 

 
 
２. 行っていない    

 （3）相談員に研修を行っていない理由は何ですか。  
         １. 相談員が専門職で既に相談スキルを有している   ２. 予算がない 
         ３. どのような研修が必要かわからない             ４. 必要性を感じない 
         ５. その他（                               ）  
 
 
８）相談対応のためのマニュアルがありますか。  
１. 委託元が作成したものを利用  ２. 委託先が作成したものを利用 
３. 他機関が作成したものを利用（機関        ） ４. ない  ５．その他（    ）  

 
９）「予期せぬ妊娠に対する相談」の評価を実施していますか。 

   
１. 実施している   
 

   （1）どのように評価を実施していますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。   
１. 相談件数の集計・分析  ２. 相談内容の集計・分析 
３. 相談者の内訳・分析   ４. 相談者の職業の集計・分析 
５. 相談経路の集計・分析  ６. 支援内容の集計・分析 
７. 支援の効果に関する評価（例：飛び込み出産等が予防できた事例の分析等） 
８. 地域の関係機関につなげた件数や事例の分析  ９. その他（       ）  

 

２. 実施していない   
 

      （2）評価を実施していない理由は何ですか。   
         １. 評価の視点や実施方法がわからない  ２. 評価のための時間がない 
         ３. 必要性を感じない          ４. その他（           ） 
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問８．１０）広報はどのようにしていますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。  
１. チラシを作成して関係機関に配付     ２. 自治体ホームページで広報 
３. 委託先ホームページで広報        ４. 広報紙に時折掲載 
５. カード様のものを作成し関係機関に配付  ６. その他（                         ） 
 

１１）「予期せぬ妊娠に対する相談」について専用のホームページを設置していますか。 
 
１. 設置している  ２. 設置していない  ３. 設置を計画している 

 

問９．「予期せぬ妊娠に対する相談」を実施する上で課題と感じている点は何だとお考えです

か。それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 
課題だと
思う 

やや 
課題 

あまり 
課題では

ない 

課題では
ない 

①相談窓口の周知、広報の工夫 □ □ □ □ 

②つなぐ機関との顔の見える関係構築 □ □ □ □ 

③相談対応者の指導型ではない相談者の自己決定をサポートする姿勢 □ □ □ □ 

④スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

⑤報告・連絡・相談による組織としての対応 □ □ □ □ 

⑥相談員の質の担保のための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

⑦多様な専門性を持った相談員の確保 
  (医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等) 

□ □ □ □ 

⑧予算を確保し体制の整備 
  (専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 

□ □ □ □ 

⑨つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑩事業の評価の視点や方法 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 
 
問１０．貴自治体が「予期せぬ妊娠に対する相談」を行うにあたり、工夫している点があり

ましたら、ご記入ください。 
 
①相談につながるための工夫（相談窓口の周知、相談受付方法の工夫など） 
 
 
 
②相談を適切に行うための工夫（相談対応者の研修を行うなど、相談者との信頼関係構築のための工夫など） 
 
 
 
③関係機関につなぐための工夫（妊娠の届出のため市町村の窓口に同行する、連携会議を開催するなど） 
 
 
 
④その他 
 
 
 

 

問１１．貴自治体が「予期せぬ妊娠に対する相談」を行うにあたり、今後のより一層の充実

のため、どのような支援があれば有効だと思いますか。それぞれについて、該当す

る□を一つチェックしてください。  

 有効 
やや 
有効 

あまり 
有効では

ない 

有効では

ない 

①相談員のスキルアップのための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

②相談・支援マニュアル等の整備 □ □ □ □ 

③スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

④多様な専門性を持った相談員の確保 
  (医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等) 

□ □ □ □ 

⑤関係機関との連絡会議等の開催 □ □ □ □ 
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 有効 
やや 

有効 

あまり 

有効では

ない 

有効では

ない 

⑥事例検討会の開催 □ □ □ □ 

⑦相談しやすい体制の整備 
  (専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 

□ □ □ □ 

⑧つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑨確実に関係機関につなぐための支援（同行支援等） □ □ □ □ 

⑩他の自治体における好事例の発信 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 

 
問１２．問１で「予期せぬ妊娠に対する相談」を「実施していない」と回答された自治体に伺います。 
 １）実施していない理由は何ですか。該当するものすべてに〇を、またはご記入ください。  
 １. 当該テーマよりさらに必要性が高い課題、至急取り組まなければならない事業があるため 

 ２. 他の事業の中で実施できると考えているため（事業名：              ） 

 ３. 予算上困難なため  

 ４. 人員の確保、または人員を割くことが難しいため 

 ５. これまでほとんどそのような相談がない、または相談があっても保健師等が通常業務の中で

対応できているため  

 ６. どのような相談体制を整備したらよいかわからない  

 ７. 相談の委託先を確保することが難しい  

 ８. その他（  ） 
 
 ２）貴自治体が「予期せぬ妊娠に対する相談」の窓口を実施するにあたり、どのような支援が 

あれば有効だと思いますか。それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 有効 
やや 

有効 

あまり 
有効では
ない 

有効では

ない 

①相談員のスキルアップのための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

②相談・支援マニュアル等の整備 □ □ □ □ 

③スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

④多様な専門性を持った相談員の確保 
  (医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等) 

□ □ □ □ 

⑤関係機関との連絡会議等の開催 □ □ □ □ 

⑥事例検討会の開催 □ □ □ □ 

⑦相談しやすい体制の整備 
  (専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 

□ □ □ □ 

⑧つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑨確実に関係機関につなぐための支援（同行支援等） □ □ □ □ 

⑩他の自治体における好事例の発信 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 
 
問１３．すべての自治体に伺います。「予期せぬ妊娠に対する相談」に関して感じていること

または今後実施したいこと、変えていきたいと考えていることはありますか。自由
にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

     アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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平成 30年度 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

予期せぬ妊娠に対する相談体制の現状と課題に関する調査 
 

  

貴団体名： 

活動開始：（西暦）         年          月 

主な活動内容（箇条書き） 

 

 
該当する部分に○を、括弧にご記入をお願いします。 
なお、本調査における「予期せぬ妊娠」とは、「子ども虐待死亡事例等の検証結果等について（第１３

次報告）」の定義にある『様々な事情により妊婦やそのパートナーが妊娠を継続することや子どもを産
み育てることを前向きに受け止められず、支援を必要とする状況や状態にあること』をいいます。 
 
問１．「予期せぬ妊娠に対する相談」をどのような事業として実施していますか。 

 
１. 「予期せぬ妊娠に対する相談」に特化して独自で実施 
    （相談窓口名                        ） 
２. 他の相談等に含んで独自で実施 
    （事業名                          ） 
３. 都道府県・指定都市・中核市・特別区から「女性健康支援センター」事業として委

託を受け実施（委託元            事業             ） 
４. 都道府県・指定都市・中核市・特別区から「予期せぬ妊娠に対する相談」に特化し

た事業として委託を受け実施（委託元         事業名         ） 
５. 指定都市・中核市以外の市町村から委託を受け実施 
   （委託元                          事業名                         ） 
６. その他（                                                                ） 
 

問２. 「予期せぬ妊娠に対する相談」をいつから実施していますか。 
 

 １. （西暦    ）年（   ）月から  ２. わからない 
 

問３. 相談者の相談方法、開設日・時間、相談対応者についてお伺いします。 
      あてはまる数字に○をつけ、（ ）には具体的にご記入ください。 
      ただし、メールの開設時間については、開封し返事を送る時間としてご回答ください。  

相談者の相談方法 開設日・時間 相談対応者（いくつでも） 

１.  
電話 
（専用回線） 

１.365日 24 時間 
２.平日週 5 日（ 時～ 時） 
３.（   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

２.  
電話 
（専用回線ではない） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

３.  
メール（専用問い合わ
せフォームあり） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

４.  
メール（問い合わせフ

ォームはないが特化し

たアドレスあり） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

５.  対面 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

問３の選択肢は次ページに続きます 
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問４．相談者(対象者)についてお伺いします。あてはまるものに○をつけてください。 
なお、ここでいう相談者とは支援対象の妊婦ではなく、相談してきた者とします。  

１）匿名の相談を受けていますか。 

 １. 受けている     ２. 受けていない 
  
２）男性からの相談（パートナー等の妊娠・出産に関する相談）を受けていますか。 

１. 受けている     ２. 受けていない 
 

３）相談を受ける地域を限定していますか。 
 
１. どこからの相談も受けている    → 問４-４)へ 
２. 地域を限定して受けている (地域         )  → 問４-５)へ 

 
４）３）で１と回答された方は、昨年度の年間の相談件数（実相談件数）のうち、貴団体の所属都

道府県（運営事務所を設置している都道府県）、所属都道府県外からの相談はそれぞれどれ
くらいですか。 

１. 貴地域（   ％）   ２. 貴地域外（   ％）   ３. 不明（   ％） 
 

５）昨年度の年間の相談件数（実相談件数）のうち、相談者の年齢構成はどれくらいですか。  
１. 10代（   ％）   ２．20代（   ％）  ３．30代（   ％）  
４．40代（   ％）   ５．50代（   ％）  ６．不明（   ％） 

 
 
 
問５．相談内容についてお伺いします。 
 
１）「予期せぬ妊娠に対する相談」はどのような相談がありますか。 

それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 
非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

①妊娠不安（「避妊に失敗した」「生理が遅れている」等） □ □ □ □ 

②妊娠を継続するかどうか（「産もうかどうしようか」等） □ □ □ □ 

③中絶に関する相談（「中絶費用がない」「中絶できる医療機関の情報」等） □ □ □ □ 
④予期せぬ妊娠をしたいきさつと今後に対する悩み 
（「相手に逃げられた」「学校や職場に知られたくない・退学（退職）に関す
ること」「親に知られたくない」「相談できる人がいない」等） 

□ □ □ □ 

⑤妊婦健診・出産の費用がない □ □ □ □ 

⑥現在の体調について □ □ □ □ 

⑦ＤＶ・レイプ（性被害）の相談 □ □ □ □ 

⑧養育困難（「産んでも育てられない」「生活費がない」等） □ □ □ □ 

⑨養子縁組・里親等に関する相談 □ □ □ □ 

⑩子育て全般に関すること □ □ □ □ 

⑪その他（                  ） □ □ □ □ 
  
２）１）の選択肢のうち対応件数の多いものを順に３つ、選択肢の番号で挙げてください。 
 
 
       

相談者の相談方法 開設日・時間 相談対応者（いくつでも） 

６.  LINE 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

７.  
その他 

（        ） 

１. 365日 24時間 
２. 平日週 5日（ 時～ 時） 
３. （   ）曜日（ 時～ 時） 
４. その他（        ） 

１.保健師  ４.ソーシャルワーカー 
２.助産師 ５.その他 
３.看護師   （     ） 

問５は次ページに続きます 
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３）「予期せぬ妊娠に対する相談」(女性の健康・子育て全般の相談は除く)の相談実績についてお伺

いします。以下の中からそれぞれ該当する□にチェックしてください。 

（1）毎月の実相談人数はどれくらいですか。 
 

  
10人 

未満 

10-20

人未満 

20-50

人未満 

50-100

人未満 

100-200

人未満 

200人

以上 

不明・ 

なし 

実施 

せず 

１.  電話 □ □ □ □ □ □ □ □ 

２.  メール □ □ □ □ □ □ □ □ 

３.  対面 □ □ □ □ □ □ □ □ 

４.  LINE □ □ □ □ □ □ □ □ 

５.  その他（      ） □ □ □ □ □ □ □ □ 
 

（2）毎月の延べ相談件数はどれくらいですか。 
   

  
10人 

未満 

10-20

人未満 

20-50

人未満 

50-100

人未満 

100-200

人未満 

200人

以上 

不明・ 

なし 

実施 

せず 

１.  電話 □ □ □ □ □ □ □ □ 

２.  メール □ □ □ □ □ □ □ □ 

３.  対面 □ □ □ □ □ □ □ □ 

４.  LINE □ □ □ □ □ □ □ □ 

５.  その他（      ） □ □ □ □ □ □ □ □ 
   
（3）電話による相談の場合、1回の相談にどれくらいの時間（平均または設けている目安）をか

けていますか。 
 
１. 10-20分 ２. 20-30分 ３. 30-60分 ４. 60分以上 ５. 特に目安はなく相談による 

 
 
（4）メールによる相談の場合、開封から返信するまでにどれくらいの時間（平均または設けてい

る目安）をかけていますか。 
 
１. 2～3時間以内 ２. 24時間以内 ３. 数日～1週間  ４. 特に目安はなく相談による 
 
 

（5）メールによる相談の場合、返信前に回答の内容を上司等が確認していますか。確認している
場合、だれ（職種・立場等）が確認していますか。 

 
１. 専門職の上司が確認   ２. 専門職の上司と団体代表(同一の場合含む)が確認   

３. 確認はしていない        ４. その他(                                       ) 

 

問６．相談への対応についてお伺いします。あてはまるものに○をつけてください。 

     相談によって関係機関につなぐことがありますか。  
この場合の「つなぐ」とは、単に関係機関の名前や連絡先を伝えることではなく、相談者が関

係機関から必要な支援を確実に受けることのできる状況をつくることを言います。例）相談者に
関係機関の担当者の名前等を伝える、関係機関に相談者の了解等を得て相談者情報を伝える、等
（以下同様）。 

 
１. はい  → 問６－１）へ     ２. いいえ  → 問７へ 

   
 

１）誰が関係機関につないでいますか。 
 

１. 相談員が関係機関に連絡する   ２. 委託元あるいは窓口担当部署の職員がつなぐ  

 

２）どこにつないでいますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 
 
１. 自治体母子保健部門   ２. 子育て世代包括支援センター    ３. 自治体児童福祉部門 

４. 自治体生活保護担当部門 ５. 保健所等の精神保健福祉担当部門  ６. 医療機関  

７. 女性センター      ８. 配偶者暴力相談センター   ９. 性暴力被害者支援センター 

１０. 児童相談所      １１. 民間養子縁組機関     １２. 司法に関する専門家  

１３. その他 (                     ) 

問６は次ページに続きます 
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３） 相談者と一緒に関係機関等に赴く同行支援を行っていますか。 
 
１. 行っている   

 
  （1）同行支援としてどのような機関に赴きますか。 
             あてはまるものすべてに○をつけてください。   
  １. 市町村の母子保健担当窓口   ２. 子育て世代包括支援センター 
  ３. 市町村の福祉担当窓口      ４. 医療機関  

５. その他（         ） 
 
 

２. 行っていない   ３. そのような事例に出会ったことがない 
 

 
 （2）同行支援が必要だと思いますか。  
    １. 必要だと思うが行っていない 
 

  （3）同行支援を行わない理由は何ですか。  
    １. 人員が不足している    ２. 多忙で時間がとれない 
    ３. 予算がない       ４. どのように実施したらよいかわからない 

５．委託元との業務（契約）に含まれていない 
６．その他（         ） 

 
   ２. 必要だと思うので事例に出会ったら行いたい   
   ３. 必要ではないと思う  
 
 

問７「予期せぬ妊娠に対する相談」で対応が困難な事例についてお伺いします。 
   今までに、対応が困難な事例はありましたか。 
 

１. 対応に困難な事例があった→問７－１）へ ２. 対応に困難を感じたことはない→問８へ 
 
１）対応困難な事例は、どのような事例でしたか。 
    それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。 

 
非常に 

多い 

やや 

多い 

まれに 

ある 
ない 

①妊娠不安（「避妊に失敗した」「生理が遅れている」等） □ □ □ □ 

②妊娠を継続するかどうか（「産もうかどうしようか」等） □ □ □ □ 
③中絶に関する相談 
（「中絶費用がない」「中絶できる医療機関の情報」等） □ □ □ □ 

④予期せぬ妊娠をしたいきさつと今後に対する悩み 
（「相手に逃げられた」「学校や職場に知られたくない・退学（退職）
に関すること」「親に知られたくない」「相談できる人がいない」等） 

□ □ □ □ 

⑤妊婦健診・出産の費用がない □ □ □ □ 

⑥現在の体調について □ □ □ □ 

⑦ＤＶ・レイプ（性被害）の相談 □ □ □ □ 

⑧養育困難（「産んでも育てられない」「生活費がない」等） □ □ □ □ 

⑨養子縁組・里親等に関する相談 □ □ □ □ 

⑩子育て全般に関すること □ □ □ □ 

⑪その他（                  ） □ □ □ □ 
 
２）対応困難な内容はどのようなものでしたか。 

あてはまる数字すべてに〇をつけ、どのような事例か（ ）内のアルファベットに〇をつけてく
ださい。選択肢に該当しない事例は「その他」にご記入ください。  

１.  保健指導に関すること 
a.相談者の知識・情報不足  b.相談者との関係の構築が十分でない  
c.その他（                                                                      ） 

２. 関係機関との連携に関すること 
a.関係機関に関する知識・理解不足  b.関係機関との連携構築が十分でない 
c.その他（                                                                      ） 

問７－２）の選択肢は次ページに続きます 
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３. 医療機関に関すること 
a.関係の構築が十分できていない  b.受け入れ拒否  c.個人情報の共有が困難 
d.その他（                                                                      ）  

４. 健康保険に関すること 

a.未加入  b.保険料未払い  c.親または配偶者の保険使用不可  
d.その他（                                                                      ） 

５. 福祉に関すること 

a.生活困窮  b.居住問題（住所不定等）  c.身体的問題  d.精神的問題  
e.その他（                                                                      ） 

６. 出産等の費用に関すること 
a.出産費用の不足  b.中絶費用の不足  c.妊娠判定費用の不足 
d.その他（                                                                      ） 

７. 法律に関すること 
a.ＤＶ  b.レイプ  c.性虐待  d.中絶の同意に関すること  e.離婚問題 
f.その他（                                                                      ） 

８. 年齢に関すること 

a.未成年  b.高齢  c.年齢不詳  d.その他（                                  ） 

９. 学業の継続等に関すること 

a.学校の理解不足  b.親の理解不足  c.その他（                                 ） 

１０. 居所の確保に関すること 
a.収入や職種を理由とした不動産会社の賃貸拒否 
b.母子生活支援施設等の入居困難（契約上の課題等）  c.その他（                   ） 

１１. 親権に関すること 

a.配偶者との対立  b.特別養子縁組  c.その他（                                 ） 

１２. 児の養育に関すること 
a.養育困難：「育てられない」「いらないと思っている」等  b.多子   
c.児の発達上の問題  d.その他（                                                 ） 

１３. 相談者との連絡の方法に関すること 
a.匿名のため次の支援につながらない  b.開設時間外に連絡できない 
c.電話で連絡が取れない（メールやライン等の手段は可能）  d.その他（               ） 

１４. 現状の仕組み・制度では対応が容易ではないこと 
a.居住地と住民票の住所が異なる場合の母子健康手帳発行 
b.居住地と住民票の住所が異なる場合の妊婦健診受診券（補助券等）交付 
c.外国人への対応  d.その他(                                                    ) 

１５. その他（             ） 
（                                                                               ） 
（                                                                               ） 

 
 
問８．運営についてお伺いします。 

あてはまる数字に○をつけ、括弧には具体的にご記入ください。 
  

 １）「予期せぬ妊娠に対する相談」に対する年間の運営費はいくらですか。  

１. 約（          ）円  ２. わからない  ３.その他（        ） 
  
 ２）１）の運営費の拠出先としてあてはまるものすべてに〇を、そのうち主たる拠出先として

一つに◎をつけてください。差し支えなければ拠出先をご記入ください。  
１. 国       ２．地方自治体  →（具体的に                ）   
３．企業（助成金） ４．企業（寄付金）→（具体的に               ） 
５．団体（助成金） ６．団体（寄付金）→（具体的に               ） 
７．個人（寄付金） ８．個人・団体（会費） 
９．その他（                                  ） 

  

 ３）相談に対応する職員(非常勤含む)は何名配置していますか。  

１. 1日につき（  ）名 合計（  ）名  ２. わからない  ３.その他（        ） 
 

  

問８は次ページに続きます 
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４）相談窓口運営のための委員会または連絡会議を設置していますか。あてはまるものすべてに
〇をつけてください。 

   
１. 第三者を加えた運営会議を設置   ２. 委託元との担当者間の連絡会議を設置 

３. ２. に管理職を加えた会議を設置  ４. 産科医療機関との連絡会議を設置 

５. 設置していない          ６. その他(                   ) 
 
５）事業を受託していると回答された方は、委託元にどのくらいの頻度で報告を行いますか。 

あてはまるものすべてに〇をつけてください。 
   

１. 年（   ）回程度・月（   ）回程度  ２. 重大事例、困難事例を扱った場合 

３. その他（           ） 
   

６）相談のスーパーバイザーがいますか。 
 

１. いる（職種・立場等：                 ）  ２. いない 
   

７）運営状況はいかがですか。１～３の場合、どのようなことか、具体的にお知らせください。 
  
１.予算のみが厳しい ２.予算・人材ともに厳しい ３.人材のみが厳しい ４. 問題ない 

(１～３の場合具体的に：                             ) 
 
 
 
８）相談員に対して研修を行っていますか。 

   
１. 行っている 
 
 

   （1）研修対象者についてあてはまるものすべてに〇をつけてください。   
   １. 新規相談員を対象に実施   ２. 相談員全員に定期的に実施 

   ３. 相談員全員に不定期に実施  ４. その他（                          ） 

  
      （2）どのような研修を実施していますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。   

   １. 自団体の提供する研修    ２. 委託元の提供する研修 

   ３. 他機関の提供する研修（機関                      ） 

４. その他（                              ） 
 
 
 
２. 行っていない    

 （3）相談員に研修を行っていない理由は何ですか。  
         １. 相談員が専門職で既に相談スキルを有している   ２. 予算がない 

         ３. どのような研修が必要かわからない             ４. 必要性を感じない 

         ５. その他（                               ）  
 
 
 
 
 
９）相談対応のためのマニュアルがありますか。 
  
１. 自団体が作成したものを利用  ２. 委託元が作成したものを利用 

３. 他機関が作成したものを利用（機関                      ）  

４. ない  ５. その他（                            ） 
 
 
 
 
 問８は次ページに続きます 
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１０）「予期せぬ妊娠に対する相談」の評価を実施していますか。 
   
１. 実施している 
 
 

   （1）どのように評価を実施していますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。 
  

１. 相談件数の集計・分析  ２. 相談内容の集計・分析 

３. 相談者の内訳・分析   ４. 相談者の職業の集計・分析 

５. 相談経路の集計・分析  ６. 支援内容の集計・分析 

７. 支援の効果に関する評価（例：飛び込み出産等が予防できた事例の分析等） 

８. 地域の関係機関につなげた件数や事例の分析   

９. その他（                             ）  

 

 
２. 実施していない 
 
 

      （2）評価を実施していない理由は何ですか。 
  
         １. 評価の視点や実施方法がわからない  ２. 評価のための時間がない 

         ３. 必要性を感じない          ４. その他（           ） 
 
 
 
１１）広報はどのようにしていますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。  
１. チラシを作成して関係機関に配付     ２. 自治体ホームページで広報 

３. 自団体ホームページで広報        ４. 広報紙に時折掲載 

５. カード様のものを作成し関係機関に配付  ６. その他（                         ） 

 

１２）「予期せぬ妊娠に対する相談」について専用のホームページを設置していますか。 
 
１. 設置している  ２. 設置していない  ３. 設置を計画している 
 
 
 

問９．「予期せぬ妊娠に対する相談」を実施する上で課題と感じている点は何だとお考えです

か。それぞれについて、該当する□を一つチェックしてください。  

 
課題だと

思う 

やや 

課題 

あまり 
課題では
ない 

課題では

ない 

①相談窓口の周知、広報の工夫 □ □ □ □ 

②つなぐ機関との顔の見える関係構築 □ □ □ □ 

③相談対応者の指導型ではない相談者の自己決定をサポートする姿勢 □ □ □ □ 

④スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

⑤報告・連絡・相談による組織としての対応 □ □ □ □ 

⑥相談員の質の担保のための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

⑦多様な専門性を持った相談員の確保 

  (医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等) 
□ □ □ □ 

⑧予算を確保し体制の整備 

  (専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 
□ □ □ □ 

⑨つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑩事業の評価の視点や方法 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 
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問１０．貴団体が「予期せぬ妊娠に対する相談」を行うにあたり、工夫している点がありま
したら、ご記入ください。 

 
①相談につながるための工夫（相談窓口の周知、相談受付方法の工夫など） 
 
 
 
 
②相談を適切に行うための工夫（相談対応者の研修を行う、相談者との信頼関係構築のための工夫など） 
 
 
 
 
③関係機関につなぐための工夫（妊娠の届出のため市町村の窓口に同行する、連携会議を開催するなど） 
 
 
 
 
④その他 
 
 
 
 
 
 

問１１．貴団体が「予期せぬ妊娠に対する相談」を行うにあたり、今後のより一層の充実の
ため、どのような支援があれば有効だと思いますか。それぞれについて、該当する
□を一つチェックしてください。  

 有効 
やや 
有効 

あまり 

有効では
ない 

有効では

ない 

①相談員のスキルアップのための研修の開催・充実 □ □ □ □ 

②相談・支援マニュアル等の整備 □ □ □ □ 

③スーパーバイザーの確保 □ □ □ □ 

④多様な専門性を持った相談員の確保 

(医療従事者だけでなく福祉分野の専門家等)  
□ □ □ □ 

⑤関係機関との連絡会議等の開催 □ □ □ □ 

⑥事例検討会の開催 □ □ □ □ 

⑦相談しやすい体制の整備 

(専用回線の開設・相談員の増員・相談時間の延長等) 
□ □ □ □ 

⑧つなぐ機関・受け皿の整備 □ □ □ □ 

⑨確実に関係機関につなぐための支援（同行支援等） □ □ □ □ 

⑩他の団体・自治体における好事例の発信 □ □ □ □ 

⑪その他（                    ） □ □ □ □ 
 
 
問１２．「予期せぬ妊娠に対する相談」に関して感じていることまたは今後実施したいこ

と、変えていきたいと考えていることはありますか。自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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